
報告者： 大原 徹、仲谷 貞夫、中山 勝一(写真)

行事名  野鳥観察会

日  時  2021年4月8日(木)   10時00分～14時00分    天候：晴れ

場  所  武庫川川べり～有馬富士公園

テーマ  野鳥観察

講  師  森永 啓司さん、堀田 元明さん、黒田 捷洋さん

参加者  31名

内  容  <観察コース> 武庫川の川べり～田圃～有馬富士公園～福島大池～自然学習センター

(概要)

・快晴で暖かい一日、絶好の観察日和だった。桜はピークを過ぎていたが、多くの草花も楽しめた。

・まず武庫川の川べりを観察する。モズ、ヒヨドリ、ハクセキレイ、ホオジロ、ツグミ、ニュウナイスズメなどの

可愛い出迎えを受けながら歩き、川の中にはダイサギ、カルガモ、コガモなどを観察することができた。

桜の木の枝にハシボソガラスが巣を作っており、中からヒナたちが頭をのぞかせている姿が印象に残った。

線路を越えた田圃にはムクドリ、カワラヒワなどが遊び、ツバメが飛びかってヒバリの声を聞くこともできた。

・有馬富士公園に向かう山道ではシロハラ、シジュウカラ、ソウシチョウ、センダイムシクイ、セグロセキレイ

などに出会い観察することができた。

・いよいよ福島大池に着き時計回りに歩いて池の水鳥を観察する。キンクロハジロ、ホシハジロ、カイツブリ、

カンムリカイツブリ、ヒドリガモ、オオバン、カワウなど多くの水鳥観察のほかヌートリアの泳ぐ姿も確認できた。

・東屋に着いて昼食休憩、いつもながら茅葺屋根には懐かしさを感じる。

古民家の軒先にはツバメが巣を作っており、突然やってきた我々を追い払うかのような飛び方に驚かされた。

自然の中でゆったりとした時間が流れ、悠然と空を飛びかうトビにも癒されたランチタイムだった。

・昼食の後、さらに池を回っての観察。樹の上にはマヒワが何羽も遊んでおり、ひとときの撮影会を楽しんだ。

また目の前の沼地にはカルガモがペアで休憩しており、遠くにはアオサギの姿を観察することもできた。

・自然学習センター前の公園で鳥合わせをしようとした矢先、樹上にエナガの巣を見つけて観察会を再開。

人間の生活圏のすぐそばで営巣する鳥たちの生態に、我々と案外うまく共生してくれているのかもと感じた。

・今日は 38種の鳥を確認することができた。行程も順調で、計画より少し早めに解散することができた。

・最高のお天気のもと、多くの鳥たちに出会うことができ、楽しく収穫の多い観察会であった。

本日出会った鳥たち （2021年4月8日）

カルガモ アオサギ ヤマガラ スズメ メジロ

コガモ ダイサギ シジュウカラ ニュウナイスズメ ホオジロ

ヒドリガモ オオバン ツバメ ソウシチョウ センダイムシクイ

ホシハジロ ミサゴ ヒヨドリ ハクセキレイ ウグイス (声のみ)

キンクロハジロ トビ エナガ セグロセキレイ コジュケイ (声のみ)

カイツブリ コゲラ ムクドリ アトリ ヒバリ (声のみ)

カンムリカイツブリ モズ シロハラ カワラヒワ

カワウ ハシボソガラス ツグミ マヒワ

行 事 報 告 書（研修）



    武庫川沿いでの観察風景                   ニュウナイスズメ                        コゲラ

                ダイサギ                      ハクセキレイ                        ツグミ

                オオバン                        ヒドリガモ                      カルガモ

                 マヒワ                         ホオジロ                     エナガの巣


